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 要  旨 
近年 RFID(Radio Frequency Identification)システムが注目を浴びている。交通機関、物流、食品、医療など様々な分野での
利用が期待されている。 
本研究では UHF 帯 RFID に着目した。UHF 帯 RFID システムは長距離一括読み取りが可能であるため物流、SCM などでの
活用に大きな期待が集まっている。しかし、IC タグは水、金属による影響、他システムからの電波の干渉、マルチパスによる
フェージング、コリジョン(応答の衝突)により通信に障害が起こる。これらの影響によるデータ読み取りの不確実性が、UHF





体偏差があり、性能の良いタグはタグとアンテナの距離が 4.3m で認識率が 90％以下になったのに対し、性能の悪いタグは 1.8m
でタグの認識率が 90%以下になった。複数タグの読み取りでは、フェージングの影響のない環境でも 0.4m 以上で 100%タグを
読み取ることができなかった。複数タグの近接の影響では、タグ 2 枚の横方向の近接の影響ではタグ間距離が 4cm まで認識率
の低下が見られなかった性能の良いタグが、タグを 4 枚にするとタグ間距離が 10cm からタグの認識率の低下が見られた。 
近接のタグ間の干渉低減の検討では、アレーアンテナを用いることで指向性を制御し、電界強度分布を変化させることによっ
てタグ間の干渉低減を図った。4 枚の近接タグの読み取りにおいて、タグ間距離が 2cm のとき単体アンテナで認識できたタグ
は 25%だったのに対してアレーアンテナでは 75%のタグを認識することができた。 
フェージング低減の検討では、アレーアンテナによってフェージング状況を変化させることによってダイバーシチ効果により
フェージングの低減を図った。検討モデルにおいて 2 種のアンテナの配置(アンテナパターン 1、アンテナパターン 2)で 48 枚の
タグの認識率を測定した。フェージングの影響のない場合、アンテナ切替ダイバーシチ受信において、アンテナパターン 1 では
77%、パターン 2 では 67%タグを認識できたのに対して、アレーアンテナによる指向性切替ダイバーシチ受信において、アン
テナパターン 1 では 88%、アンテナパターン 2 では 83%のタグを認識することができた。多重フェージング環境下として部屋
で測定した場合、アンテナ切替ダイバーシチ受信においてアンテナパターン 1 では 77%、パターン 2 では 77%タグを認識でき
たのに対して、アレーアンテナによる指向性切替ダイバーシチ受信ではアンテナパターン 1 では 88%、アンテナパターン 2 で
は 85%のタグを認識することができた。フェージングの影響のない場合、および多重フェージング環境の場合で、アレーアン
テナによる指向性切換によってアンテナ切換よりもタグの認識率の向上を図ることができた。 
 
